
「三島駅インバウンド誘客検討会」調査事業

三島駅外国人旅行客動向調査

＜結果の概要＞

（調査の概要）

・三島駅を訪れる外国人旅行客の旅行実態を、日本大学国際関係学部の学生が駅前で直接聞き取り。

・調査項目は、本県の認知度のほか、移動経路や手配方法、滞在日数、同伴者数、予算など 21 項目。

・調査期間は、令和７年７月 23日～８月６日のうち 15日間。サンプル数は 629 件。

＜主な調査結果＞

・「伊豆を知っているか」に対し、「知らない」が 48％。「知っているが現時点で行く予定がない」が 22％。

そのうち「伊豆に行きたい」と「強く思う」「日程の余裕があれば行きたい」の計が 75％。

・アクセス手段が少ない場合も魅力ある場所には、「多少不便でも電車・バス等を乗り継ぐ」が 59％。

・旅行形態は「個別手配」が 81％、日本での滞在日数は、14日以上が 45％。

同伴者は「家族・親戚」が 34％、「夫婦・パートナー」が 25％。

・訪日回数は「１回目」が 66％。ただし三島駅前ホテル宿泊者で中国語回答者では 26％。

＜Ⅰ 旅行者の実像＞

１．国籍 ＜表 16＞ ２．認知 ＜図 1＞

「伊豆を知っているか」に対し、「知らない」が 48％。

「知っているが現時点で行く予定がない」が 22％。

３．旅程 ＜表 7＞

三島への出発地、三島からの目的地の組み合わせで最も多いのは「京都/大阪」と「河口湖/富士五湖」間。



４．旅行形態 ＜図 14＞

旅行形態は「個別手配」が 81％。

５．同伴者 ＜図 15＞

同伴者は「家族・親戚」が 34％、「夫婦・パートナー」

が 25％。

６．滞在日数 ＜図 16＞

日本での滞在日数は、14 日以上が 45％で、平均値は 15.9 日、中央値は 13 日。

７．三島での宿泊数 … ＜図 17＞

「三島に宿泊しない」と回答したのは、54％。

８．訪問回数 ＜図 21＞

訪日回数は「１回目」が 66％。ただし三島駅前ホテル

宿泊者で中国語回答者の 74％は「２回目」以上。



＜Ⅱ 旅行者の意識＞

１．旅行意欲（伊豆） ＜図 3＞

「伊豆に行きたいと思うか」に対し、「強く思う」「日

程の余裕があれば行きたい」の計が 75％。

２．旅行意欲 ＜図 9＞

アクセス手段が少ない場合も魅力ある場所には、「多

少不便でも電車・バス等を乗り継ぐ」が 59％。

３．旅行の予定（フリータイム） ＜図 10＞

フリータイム（予定を決めていない日）は、１日以上

が 50％。２日以上が 27％。

４．旅行の予定（情報源） ＜図 12＞

情報源は「ネット検索」が 46％。

５．旅行の予定（過ごし方） ＜図 11＞

過ごし方は、「近郊へ日帰りツアー・体験」が 57％。


